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研究成果の概要（和文）：悪性骨巨細胞腫(MGCTB)、骨原発未分化多形肉腫(UPS)、悪性抹消神経鞘腫(MPNST)、
軟部平滑筋肉腫(SLMS)、脱分化方脂肪肉腫(DDLPS)、粘液脂肪肉腫(MLS)、骨肉腫(OS)及びSMARCB1欠失軟部腫瘍
に対し解析を行った。
MGCTBでは、悪性転化時のエピゲノム変化および特徴的な組織形態像を明らかにした。UPS、LMS、OSにおいて
は、腫瘍免疫を主体とした解析を行い、免疫チェックポイント分子の発現割合やその発現制御の分子機構、予後
指標を明らかにした。SMARCB1/INI1 蛋白欠失軟部腫瘍を解析し、組織学的、生物学的に異なる新しい独立した
疾患概念であることを示した。

研究成果の概要（英文）：We analyzed malignant giant cell tumor of bone (MGCTB), primary 
undifferentiated pleomorphic sarcoma of bone (UPS), malignant peripheral nerve sheath tumor (MPNST),
 soft tissue leiomyosarcoma (SLMS), dedifferentiated liposarcoma (DDLPS), myxoliposarcoma (MLS), 
osteosarcoma (OS) and soft tissue tumor with SMARCB1 deletion.
In MGCTB, epigenomic alterations and characteristic histomorphology were identified at the time of 
malignant transformation; in UPS, LMS, and OS, tumor immunity was the main focus of analysis, and 
the expression rate of immune checkpoint molecules, molecular mechanisms of their expression 
regulation, and prognostic indicators were identified. SMARCB1/INI1 -deficient soft-tissue tumors 
were analyzed and shown to be a novel disease entity.

研究分野： 骨軟部腫瘍

キーワード： 希少癌　骨軟部腫瘍　マルチオミクス　エビジェネティクス　エピゲノム　悪性骨巨細胞腫　ヒストン
修飾　ヒストンH3 

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、未分化多形肉腫、平滑筋肉腫、骨肉腫については、腫瘍微小環境の理解がすすみ、PD-L1、
IDO1、TIGITなどの免疫チェックポイント関連分子を中心とした治療標的と予後予測因子が明らかとなった。骨
巨細胞腫における解析では、悪性転化時のエピゲノム異常について明らかにし、特徴的な組織形態像を示した。
クロマチンリモデリング因子異常に着目した研究では、従来の疾患概念にあてはまらない腫瘍として
Myxoepithelioid tumor with chordoid featuresを新たな疾患概念として定義した。以上のように、本研究によ
り骨軟部腫瘍における治療標的・診断指標の理解が進んだ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
骨軟部肉腫はその種類が極めて多く、加えて形態学的な複雑さのため、病理学的に診断あるいは
分類困難となりやすいことが全世界的に問題となっている。我が国でも厚生労働省「希少がん医
療・支援のありかたに関する検討会報告書」において重要課題として認識されている現状である。
骨軟部肉腫の患者が標準的な医療を受けにくくなっている現状を打開するため、「希少癌対策ワ
ーキンググループ」を通し国策を挙げて医療制度側から対応を目指している状態である。つまり
現在、社会全体として希少癌の診断学および分類学のニーズが高まっている状態であり、今後は
テーラーメード医療までカバーされる精緻な腫瘍分類が必要とされると想定される。 
 骨軟部腫瘍診断の実際として、近年は、Ewing 肉腫の EWSR1-FLI1 融合遺伝子や滑膜肉腫の
SS18-SSX 融合遺伝子に代表される特異的遺伝子転座、GIST の KIT/PDGFRA 遺伝子変異のよ
うに、腫瘍特異的な遺伝子異常が診断根拠および治療標的として注目され、医療現場において実
際に利用されている。当教室では、これまでに多数の軟部肉腫において腫瘍特異的な遺伝子異常
の病理診断および予後予測において果たす意義を解析し、それらの治療標的としての可能性に
言及してきた。一方、同一の融合遺伝子を有する腫瘍であっても生物学的に特徴が異なるものが
存在することがこれまでの国内外の研究により明らかにされてきた。さらに近年、融合遺伝子を
有しない骨軟部腫瘍にも、異なる 2 群間に次世代シーケンサーによって遺伝子レベルでの違い
を見出せないものが報告されるようになった。すなわち、核酸配列による情報だけが腫瘍の生物
学的特徴を規定するわけではないことがこれまでの知見により示されたと言える。また、悪性末
梢神経鞘腫や骨巨細胞腫のようにヒストンメチル化やヒストン遺伝子に異常を有する腫瘍が存
在することも明らかになり、エピジェネティクスが骨軟部腫瘍の悪性度に寄与することが示唆
されるようになった。 
 
２．研究の目的 
 骨軟部腫瘍のゲノム・トランスクリプトーム・エピゲノム異常を網羅的に統合解析し、従来の
ゲノム解析のみでは分からなかった既存の枠組みを超えた腫瘍分類を試み、腫瘍の生物学的特
徴への影響を明らかにすることである。また、臨床検体を用い腫瘍病態を動的クロマチン構造レ
ベルで解明し、骨軟部腫瘍の発癌機序と治療抵抗性獲得機構を解明し、診断マーカー・新規創薬
標的の探索を目指す。 
 
３．研究の方法 
1) “Myxoepithelioid tumour with chordoid features”(METC)に関する研究 
160 例の SMARCB1/INI1 蛋白欠失軟部腫瘍を解析し、既知の腫瘍に分類し難く、かつ臨床病理
学的に類似した特徴を有する腫瘍の抽出を試みた。免疫染色および網羅的遺伝子発現解析を行
い既存の SMARB1 欠失腫瘍と比較解析した。 
 
2) 骨悪性巨細胞腫（MGCTB）に関する研究 
骨巨細胞腫（GCTB）の骨悪性巨細胞腫（MGCTB）への悪性転化機構を明らかとすることを目的と
した。免疫組織化学、蛍光 in situ ハイブリダイゼーション（FISH）、次世代シーケンサー（NGS）
に基づいて、MGCTB の臨床病理学的および分子的特徴を解析した。 
 
3) 悪性末梢神経鞘腫瘍(MPNST)に関する研究 
悪性末梢神経鞘腫瘍（MPNST）は、非常に侵攻性の高い末梢神経鞘由来の肉腫であり、組織学的
所見のスペクトルが広く、特異的な免疫組織化学マーカーがないため、診断が難しい腫瘍の 1つ
である。近年、PRC2 機能障害に起因する H3K27me3 および H3K27me2 の発現消失が MPNST の診断
マーカーとして有用であることが報告されているが、その臨床病理学的意義についてはコンセ
ンサスが得られていない。そこで、H3K27 メチル化消失と各種パラメータとの関連を検討し、そ
の臨床病理学的意義を明らかにした。84 例の MPNST の臨床病理学的特徴および免疫組織化学的
特徴を分析した。 
 
 
4）骨軟部肉腫の腫瘍微小環境に関する研究 
治療標的となりうる免疫チェックポイント分子の発現を含む微小環境を解析した。骨肉腫・平滑
筋肉腫・未分化多形肉腫を対象とし解析を行った。網羅的遺伝子変異解析、遺伝子発現解析と免
疫チェックポイント分子および免疫細胞の浸潤とを統合解析し臨床病理学的因子との関係性を
明らかにした。 
 
 
 
４．研究成果 



１）“Myxoepithelioid tumour with chordoid features”(METC)に関する研究 
14 症例の条件に該当する腫瘍が抽出された。腫瘍は外陰部(n=13)および骨盤腔内(n=1)に発生
していた。組織学的には粘液基質を伴って、比較的 大きさの揃った上皮様〜紡錘形細胞で
構成されていた。全症例で brachyury、EMA、PgR が陽性、ER は 12/14 例が陽性だっ
た。nCounter を用いた網羅的遺伝子発現解析により SMARCB1 欠失腫瘍で組織形態が類
似する Proximal epithelioid sarcoma と比較解析したところ、PCA で異なる遺伝子発現パ
ターンを示すグループに分類された。以上のことから、METC は既知の SMARB1 欠失腫
瘍とは組織学的、生物学的に異なる新しい独立した疾患概念であることを示した。 
 
2) 骨悪性巨細胞腫（MGCTB）に関する研究 
MGCTB9 例中 7 例（78％）が H3.3 G34W を免疫組織化学的に陽性であった。2 例（22％）では、
GCTB 成分は局所的またはびまん性に H3.3 G34W 陽性であったが、その悪性成分は完全に H3.3 
G34W 陰性であり、これは FISH による H3F3A のヘテロ接合性喪失と関連していた。4 つの MGCTB
の NGS では、TP53（n = 3）、EZH2（n = 1）および他のいくつかの遺伝子に病原性変異が認めら
れた。9つの MGCTB の免疫組織化学的解析により、p53 の核内発現（n = 5）と H3K27me3 発現の
消失（n = 3）が確認され、これらは相互に排他的であることが示された。また、多形細胞また
は上皮細胞優勢の MGCTB5 例中 4例（80％）が p53 陽性、紡錘細胞優勢の MGCTB4 例中 3例（75％）
が H3K27me3 陰性であった。この結果は、p53 の変化と H3K27me3 欠損に見られるヒストンメチル
化の機能不全が GCTB の悪性化に重要な役割を果たし、MGCTB における表現型と遺伝子型の相関
に寄与している可能性を示唆した。組織学的、免疫組織化学的、分子生物学的な情報を組み合わ
せることで、困難な症例の診断に役立つと思われた。 
 
 
3) 悪性末梢神経鞘腫瘍(MPNST)に関する研究 
H3K27me3 および H3K27me2 の完全な喪失は、それぞれ 37 例（44％）および 29 例（35％）で観察
された。H3K27me3 および H3K27me2 の欠損は、筋原性マーカー陽性と有意に相関していた。一方
神経原性マーカー（S-100、SOX10）の発現と H3K27me3、H3K27me2 発現との間には有意な相関が
あった。多変量解析では、局所再発、遠隔転移、FNCLCC グレードの高さ、SOX10 発現の消失が、
全生存の独立した予後因子となった。一方、横紋筋肉腫 non-alveolar subtype では、26 例すべ
てにおいて、H3K27me3 および H3K27me2 の発現が保持されていた。結論として、H3K27me3 および
H3K27me2 免疫陰性は、MPNST の診断に有用であるが確定的ではないことが示唆された。H3K27 メ
チル化の完全消失は、MPNST における神経分化から骨格筋分化への分化転換に寄与していること
が示唆される。 
 
4) 骨軟部肉腫の腫瘍微小環境に関する研究 
未分化多形肉腫では、37%に PD-L1 が発現し、10%で TPS 50 を超える強発現を認めた。IDO1 発現
は、48％に認めた。PD-L1 発現（≧1％）は CD8 および CD3 陽性リンパ球の浸潤と有意な関係を
示したが、強い PD-L1 発現（≧50％）は腫瘍浸潤リンパ球と有意な関係を示さなかった。IDO-1
の発現も CD8、CD4、CD3 陽性リンパ球と関連していた。生存率解析では、強い PD-L1 発現（≧
50％）は有意な予後不良因子であり、IDO-1 発現（≧1％）は予後良好因子であった。さらに、
PD-L1 の細胞膜発現に関与する膜タンパク CMTM6 について解析を行った。その結果、CMTM6 遺伝
子コピー数増加が CMTM6 の mRNA 高発現、さらに PD-L1 の高発現と関連していることを明らかと
した。CMTM6 の発現と、PD-L1 高発現（≧50%）と正の相関があった。CMTM6 のコピー数増加は
CMTM6 発現を増加させた。CMTM6 の発現が高い UPS の患者は、全生存期間の予後が悪化した。マ
クロファージを対象とした研究では、SIRPα陽性マクロファージの浸潤は PD-L1 陽性症例にお
いて陰性症例よりも有意に多かった。免疫チェックポイント分子 TIGIT が UPS において異常発
現していることが明らかとなり、TIGIT の発現は CD155 陽性（p = 0.0144）および CD8 陽性（p 
= 0.0487）細胞浸潤と負の相関があった。SIRPα陽性マクロファージの浸潤が多いことは、予後
不良因子であり、転移増加とも関連していた。 
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第55回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会

第55回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会

第81回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

遠藤誠、小田義直、田仲和宏、廣瀬隆則、長谷川匡、蛭田啓之、久岡正典、国定俊之、比留間徹、土屋弘行、片桐浩久、松本嘉寛、川井
章、中山ロバート、川島寛之、水澤純基、福田治彦、尾﨑敏文、岩本幸英、野島孝之

戸田雄、孝橋賢一、山元英崇、石原新、伊東良広、薄陽祐、川口健悟、山田裕一、藤原稔史、薛宇孝、遠藤誠、松本嘉寛、中島康晴、馬渡
正明、小田義直

石原新、山元英崇、岩崎健、戸田雄、孝橋賢一、藤原稔史、薛宇孝、遠藤誠、松本嘉寛、中島康晴、小田義直

粘液型脂肪肉腫における予後予測ツールとしての新規核異形度分類の提案とその分子遺伝学的背景の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

悪性骨巨細胞腫の組織と遺伝子変異の検討－TP53遺伝子変異とH3K27me3 の消失に関して－

川口健悟、孝橋賢一、石原新、戸田雄、岩崎健、山本猛雄、遠藤誠、松本嘉寛、小田義直

高悪性度非円形細胞軟部肉腫における術前化学療法の組織学的効果判定法の標準化と予後的意義　－JCOG0304附随研究－

骨巨細胞腫における免疫微小環境の検討－デノスマブ前後で主にPD-L1 とSIRPα の発現に着目して－

 ４．発表年



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第81回日本癌学会学術総会

第33回骨軟部放射線研究会（招待講演）

第81回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ３．学会等名
第55回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（招待講演）

岩崎健、松本崇雅、一木稔生、孝橋賢一、小田義直
 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

小田義直

小田義直

 ３．学会等名

 ３．学会等名

エピトランスクリプトミクス異常からみた軟部平滑筋肉腫の病態解明

骨腫瘍病理診断における新疾患概念と分子遺伝学的知見

特別企画：第3期がん対策推進基本計画の成果と展望,希少がん対策における中央病理診断ネットワーク構築ための課題と展望：肉腫を中心
に

特別セッション：右膝軟部腫瘍の1例

 １．発表者名
松本嘉寛、孝橋賢一、山元英崇、朝永匠、川口健悟、遠藤誠、藤原稔史、飯田圭一郎、中島康晴、小田義直

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第111回日本病理学会総会（招待講演）

XXXIVth Congress of the International Academy of Pathology（国際学会）

The 110th United States and Canadian Academy of Pathology (USCAP) Annual Meeting（国際学会）

小田義直

Oda Y.

Mori T, Yamada Y, Kinoshita I, Kohashi K, Yamamoto H, Oda Y.

Kinoshita I, Yamada Y, Kohashi K, Yamamoto H, Oda Y.

International Skeletal Society (ISS)Rad-Path-Surg Lecture Series（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ワークショップ：骨軟部腫瘍の病理診断：コンサルテーションと中央診断,欧州における骨軟部腫瘍の中央病理診断体制と本邦の現状との
比較

Symposium: Soft tissue: NTRK rearranged spindle cell neoplasm and its related tumours.Immunohistochemistry or molecular
tests for diagnosis and therapeutic implication in surgical pathology.

Clinicopathological Prognostic Factors of Dedifferentiated Liposarcoma: A Study of 127 Primary Resected Cases

Fibrocartilaginous dysplasia

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第110回日本病理学会総会（招待講演）

第110回日本病理学会総会（招待講演）

第110回日本病理学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

孝橋賢一、山元英崇、山田裕一、木下伊寿美、小田義直

孝橋賢一、山元英崇、山田裕一、木下伊寿美、小田義直

Hashisako M, Kohashi K, Yamada Y, Yamamoto H, Oda Y.

小田義直

Members Meeting of the 48th International Skeletal Society(ISS)Annual Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

SWI/SNF 関連肉腫

小児骨軟部腫瘍のトピックス

Low-grade central osteosarcoma with dedifferentiation

骨軟部腫瘍病理診断における分子病理学的アプローチの有用性

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第110回日本病理学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第62回日本臨床細胞学会総会春期大会（招待講演）

仲正喜、山元英崇、野上美和子、山口知彦、大久保文彦、小田義直

小田義直

孝橋賢一、木下伊寿美、岩崎健、山元英崇、小田義直

伊東良広、孝橋賢一、山田裕一、薄陽祐、川口健悟、木下伊寿美、遠藤誠、山元英崇、中島康晴、小田義直

第54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（招待講演）

第63回日本小児血液・がん学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

新 WHO 分類に対応できる骨軟部細胞診報告様式の提言－紡錘形細胞腫瘍を例に－ 骨軟部腫瘍の最新 WHO 分類における疾患概念の変化と
細胞診

2020年骨・軟部腫瘍WHO分類における新疾患概念

NTRK融合遺伝子陽性腫瘍の病理診断

MPNSTにおけるH3K27me3およびH3K27me2発現：臨床病理学的特徴と免疫染色との関連性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第110回日本病理学会総会

第54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会

第54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会

毛利太郎、山田裕一、木下伊寿美、孝橋賢一、山元英崇、小田義直

一木稔生、山田裕一、古江増隆、小田義直

薄陽祐、山田裕一、中島康晴、小田義直

玉城昭彦、川久保尚徳、日野祐子、武本淳吉、孝橋賢一、松浦俊治、小田義直

第63回日本小児血液・がん学会学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脱分化型脂肪肉腫の予後因子：原発症例127例の検討

血管肉腫の形態学的および遺伝学的解析

軟骨肉腫の臨床病理学的検討

診断に難渋した神経線維腫1型に発生した後腹膜悪性Triton腫瘍の一例

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会オンライン（招待講演）

第59回日本臨床細胞学会秋期大会（招待講演）

第59回日本臨床細胞学会秋期大会（招待講演）

 ３．学会等名

小田義直

孝橋賢一、山元英崇、山田裕一、木下伊寿美、大久保文彦、小田義直

山元英崇

小田義直

国際病理アカデミー（IAP）日本支部　病理学教育セミナー（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

要望講演：骨軟部腫瘍の最新WHO分類について

シンポジウム：骨軟部腫瘍の遺伝子異常と細胞診

軟部腫瘍病理診断における新展開

教育研修講演：骨・軟部腫瘍病理診断のポイント

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第109回日本病理学会総会オンライン総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回希少がん病理診断講習会（招待講演）

小田義直

小田義直

岩崎健、山田裕一、石原新、戸田雄、孝橋賢一、小田義直

久保山雄介、孝橋賢一、山田裕一、朝永匠、平木由佳、大屋正文、大石善丈、小田義直

第62回日本小児血液・がん学会学術集会オンライン（招待講演）

第109回日本病理学会総会オンライン総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

講演：骨腫瘍病理診断の基本　希少がん診断のための病理医育成事業

シンポジウム：希少がんの病理診断支援－骨軟部腫瘍をモデルに

軟部平滑筋肉腫におけるPD-L1、IDO1発現とJak-Stat経路の活性化に関する検討

SS18-SSX1の融合遺伝子変異とSMARCB1/INI1の減弱から診断し得た 胃原発の滑膜肉腫の1例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第109回日本病理学会総会オンライン総会

第109回日本病理学会総会オンライン総会

第79回日本癌学会学術総会

渋井勇一、孝橋賢一、木下伊寿美、山田裕一、山元英崇、小田義直

大城由美、水野洋輔、藤下卓才、橋迫美貴子、山田裕一、小田義直

石原新、山田裕一、戸田雄、孝橋賢一、山元英崇、小田義直

戸田雄、孝橋賢一、山田裕一、石原新、伊東良広、山元英崇、小田義直

第79回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

悪性ラブドイド腫瘍におけるFOXM1の発現と臨床応用について

EWSR1-fusion-negative SMARCB1-deficient primary pulmonary myxoid sarcomaの1例

未分化多型肉腫におけるPD-L1 とIDO-1 の発現の検討

骨肉腫患者におけるPD-L1 およびIDO1 の発現、腫瘍浸潤リンパ球の検討

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

52th Congress of the International Society of Paediatric Oncology (SIOP2020)（国際学会）

日本皮膚科学会

日本癌学会総会

 ３．学会等名

井藤 遥, 岩井 信策, 猿田 祐輔, 今泉 牧子, 末木 博彦, 泉 美貴, 小林 英介, 小田 義直

木下 伊寿美, 孝橋 賢一, 山田 裕一, 山元 英崇, 小田 義直

小田義直

Shibui Y, Kohashi K, Souzaki R, Oda Y, Taguchi T.

第53回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会(オンライン)（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Epithelioid sarcomaとの鑑別を要した軟部腫瘍の1例

Hormone receptor-associated low-grade myoepithelial tumor: SMARCB1/INI1欠失軟部腫瘍の14症例

教育研修講演：骨・軟部腫瘍病理診断のポイント

Prognostic significance of forkhead box M1(FOXM1) expression and antitumor effect of FOXM1 inhibition in malignant rhabdoid
tumor

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本病理学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本小児血液・がん学会学術集会

大場 詩子, 古賀 友紀, 賀来 典之, 小野 宏彰, 宗崎 良太, 孝橋 賢一, 小田 義直, 田口 智章, 大賀 正一

松下 能文, 岩崎 健, 山田 裕一, 小田 義直, 桃崎 征也, 久保 和彦, 中島 寅彦

山元英崇、野崎優衣、孝橋賢一、田口健一、小田義直

吉本昌人、山田裕一、石原新、孝橋賢一、戸田雄、伊東良広、山元英崇、古江増隆、中島康晴、小田義直

日本病理学会総会

日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

縦隔原発悪性ラブドイド腫瘍による気道閉塞にステント留置が奏効した小児例

耳下腺Solitary fibrous tumorの1例

炎症性筋線維芽細胞腫瘍における pan-TRK 免疫組織化学染色の診断的有用性

粘液線維肉腫の臨床病理学的検討：未分化多形肉腫様変化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本病理学会総会

日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術総会

日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術総会

山下享子、孝橋賢一、山田裕一、赤塚慎也、小田義直

石原新、山田裕一、岩崎健、伊東良広、戸田雄、吉本昌人、孝橋賢一、山元英崇、藤原稔史、中島康晴、薛宇孝、遠藤誠、松本嘉寛、中島
康晴、小田義直

戸田雄、孝橋賢一、山田裕一、吉本昌人、石原新、伊東良広、岩崎健、山元英崇、藤原稔史、 薛宇孝、遠藤誠、松本嘉寛、中島康晴、馬
渡正明、小田義直

孝橋賢一、山元英崇、山田裕一、木下伊寿美、小田義直

日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脱分化型脂肪肉腫において MDM2/HMGA2 の増幅比率は予後と相関する

未分化多形肉腫におけるPD-L1とIDO-1の発現の検討

骨肉腫におけるPDL1とIDO1の発現

後腹膜脂肪肉腫の組織診断とその鑑別

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本小児血液・がん学会学術集会

日本臨床細胞学会九州連合会学会

The International Skeletal Society 2019 Meeting(Members’ Meeting)（国際学会）

 ３．学会等名

藤本翔大、桑田理左、小嶋健太、野中修一、北里謙二、奥村幸彦、上里梓、瀧澤克実、 田口健一、横山良平、小田義直

Kohashi K, Yamamoto H, Yamada Y, Oda Y
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